
第２節　研究業績

１．栽培改善

（１）県内外の実態調査

　鹿児島県の場合、原産地の中国から孟宗竹が導入された年代は諸説があるが、なかでも島津吉貴が天文

元年（１７３６）、琉球を経て磯別邸に植えたものが各 地に広がったとの説が重きをなし現在でも磯公園として

その源流をとどめている。昭和３０年の調査では、経営的には早期出荷が有名で、１１月から３月を対象 に

「ほりこ」と称する掘り取り専門の職人がいて、竹林所有者と売上げを折半する方式の生産出荷が特徴であっ

た。栽培法は徳島県に比較して、より粗放的で単 位当りの収量も低いようであった。

　昭和３１年の視察調査で京都の場合は大消費地に近く、恵まれた条件のなかで徹底した集的栽培が行わ

れ、品質的にも日本一を誇る産地である。昭和３１年の 栽培面積は９１３ ha で生産量も多いが、生産・出荷の

組織がなく、能率的な運営に欠ける点が課題のように見受けられた。栽培の特徴は完全な先どめと敷わら 客

土の習慣である。したがって、加工用竹材は竹材専用林で明確な区別のもとに生産されていた。客土は毎年

冬期の年中行事としてて行われ、１０ａあたり１立 坪をもちい、敷わらがかくれる程度に入れており、そのため

表土は非常に膨軟である。用土はタケノコ園の一部分を掘り取って行うため、掘り取り跡が長年のく り返しで

拡大移行するため園全体が階段状となっていた。施肥の慣習は京都市内の人糞尿を汲取り料をとって施用

しており、最も経済的な肥培管理を続けていた が、近年硫安その他の化学肥料の施用が多くなった。県や農

協できめている標準例は第１回目を４月２０日頃、１０ａあたり硝安７.４㎏、または硫安１５㎏、 第２回目、５月１

日頃（収穫最盛期）前回同様、第３回目、９月１０日頃尿素２６ｋｇ、全面穴肥か尿素団子とする。第４回目は元

肥（寒肥）として１２月に客 土の直前に年間施用量の４０％を施用する。１～３回の合計は６０％、低温期の元

肥（寒肥）と収穫しながらの１～２回の施肥が京都方式施肥の特徴である。新 竹は更新年限を７年として１０ａ

あたりの立竹本数を２００～３００本を目標にして完全に先どめをしているために、葉の様相を遠目に一見して

タケノコ園と言 う感じで、鹿児島・徳島とは林と園の差を感じさせるものであった。

　徳島県のタケノコ栽培の調査を３０年と３６年に行ったが、竹材とタケノコの両方をねらったものであり、良材

を得るために新竹を密生させて幹の伸長を促 し、また台風による倒伏防止をはかることにしていた。このため

葉の同化作用は十分に行われず、タケノコ生産面からは逆の条件をつくっていたともいえ、この ようにすべて

の園が過密状態で、下枝は枯れあがり１本当りの葉面積は極端に低下しているものが多かった。また地形的

にも傾斜が強く京都のタケノコ畑に対し てタケノコ山の表現があてはまる感じで、生産されるタケノコも園芸作

物と林産物の差をまぬかれないのが実状であった。肥培管理については変遷の項で前述し たが、県標準肥

料による施肥基準を設定して指導を推進した結果、昭和３６年には県標準肥料を使用する農家が４０％、経

済性を重視して単肥を県標準通りの比 率で自家配命して施用するものが３０～４０％となり、３要素を基準通り

施用する農家が８０％近くになり、その結果収量は３倍と長足の増加を示した。全体的 には親竹の管理が不

十分であった。

　以上の結果は後期の徳島県をのぞいて、３２年に徳島県販売加工農業協同組合連合会から小冊子として

管内農家に配付し、３３年４月徳島県農業試験場資料第６号で発表した。

（２）孟宗竹の生態調査 

　タケノコの肥大開始の時期を知ることを目的として、昭和３５年の７月

から３６年の１月の間に５回地下茎を掘り上げて、地下茎及び芽の調査

をした。対象面 積は３ｍ×３ｍの９㎡～で、７月１８日、９月１９日、１１月

２５日、１２月１５日、１月１８日に全地下茎を掘り上げた。地下茎の総延

長は９㎡あたりの平均 で８４.２ｍもあり、平行に並べると１０.７㎝の間隔

となった。新旧別では発筍跡のない最も新しいものの長さは２９.７ｍ、

発筍跡があり生きた芽のついて いる部分が２９.４ｍ、生きた芽のついて

いない古い部分の地下茎は２４.９ｍとほぼ等分であった。重量は生体

重では新しい方が重いが乾物重は古いものが重 かった。芽は幅と長さ

を新旧別に測定したが、幅は０.８～２.３㎝のあいだで、発筍跡のない

新しい部分の地下茎のものの方が１～２㎜広かった。長さは １.０２～４.

９㎝のあいだで発筍跡のある方が４～８㎜長かった。

　芽が肥大してタケノコになっているものは、７月１８日の調査では認め

なかったが、９月１９日には１５ｇに発育したものが２個、１１月２５日には

２００ｇ のものが１個、１２月１５日には１５ｇ以上が２８個、１月１８日は２４

個であった。この結果は徳島農試研報第６号で発表した。

（３）早期出荷方法

　タケノコを早期に出荷して収益の増大を図ることを目的として、４期に

わたり試験を行い現在も続行中である。

　初回の昭和３２年から３６年までは敷草・客土・灌水・ビニールマルチの組合せで、６通りの区を設定して試

験を行った。

　１０月上旬乾燥した山草や稲わらを厚さ約１０㎝に敷き、敷草がかくれる程度に客土を行い、その上をビニー

ルで被覆した。降雨の際はビニールを除去した。灌水は３㎜を３日間隔で降雨を勘案しながら行った。

　その結果、敷草客土は鎮圧した状態で全体の厚さが７～８㎝となり、保温・保水および発育層として大きな

効果があった。ビニールマルチは水分の表面蒸散を 抑えるなど、無被覆区に比較して２０㎝層の地温は１℃

前後高かった。３月末までの早期出荷率は若干の年次差はあったが、敷草客土ビニール灌水区では約 ４

０％となり、降水量の多い暖冬年では敷草客土無灌水でも５１.９％となった。ビニールマルチのみでは結果は

よくなかった。全体を通じて対照区に比較して 完全処理区では２０％増の早掘り量となった。

　昭和３７年～３９年は灌水による早掘りを試みた。昭和３７年は小松島市櫛渕町の小牧彰二氏に委託した。３

８～３９年は阿南市福井町中連の阿部道雄氏の園で行った。

　初年度は１５・１０・５㎜灌水で対照区と比較したが、早期収穫量はかん水量の多い順に１１.４・１１.６・６％の

順で対照区は３.８％となった。

　３８～３９年は２０・１０㎜と対照の３区で７月２２日から翌年３月２８日まで灌水を行った。園の中腹部以下の部

分で傾斜方向も北西面の関係などもあって 出荷時期促進の効果はでなかった。土壤水分の測定を９回行っ

たが、時期的にも大きな変化はなく、処理間に差はでたものの、平均で２０㎜区２３.７・１０㎜ 区２１.５・無灌水

区２０.４％の重量比水分含量で微差だった。早期収穫率は全体が０.５から３％の範囲で２年とも灌水による早

掘りの効果はなかった。

　昭和４１～４６年は電熱の利用による早出し試験を行った。電熱線を地表に配線して、５ｋＷ／ａの電力を通

電した。保温効果とタケノコの発育層をつくるため、１０月上旬から敷わら・客土・灌水・ビニールマルチおよび

親竹にポリ袋掛けを行った。

　地温と発筍、適温は１３℃前後であった。但し加温処理は低

温の極をすぎた２月上旬から３月１５日頃までで、１２月上旬か

ら通電の場合は２月上旬通電より 早期出荷率は低下した。客

土は収穫作業が非常に不便になるばかりか、保温上も逆効果

だった。敷わらは必要度が高く初期収量の増加に大きな効果

があった。し かし収穫作業を能率的に行うためには、２月下旬

第１回目の収穫後は厚手のコモに変えると好都合であった。

灌水は敷わらを十分吸水させて、ビニールマルチを しておけ

ば１０～１５日間隔で１０～２０㎜程度でよかった。ビニールマル

チは１１月上旬から３月２０日頃まで行う必要があった。親竹の

ポリ袋による保温は 晴天日の昼間の温度が１０℃前後高く

なったが、収量に影響はなかった。以上を要約すると電熱によ

る早掘りは２月上旬から収穫をはじめて３月下旬に一応収穫 

を終り、約３５日ぐらい最盛日を前進させることができた。

　おが屑堆肥による早出しを昭和５３年から実施しており、醗

酵したおが屑堆肥を土作りを兼ねて、１０月上旬に表土が浅くて小規格品の発生する低生産部に厚 さ５～１０

㎝に施用して１１月中旬にビニールマルチを行なう事により、総収量で対照区対比の５㎝区で１０７・１０㎝区１

５４％となり、早期収穫量は５㎝区 ３１９，１０㎝区４４３％と増加した。３月末日までの早期収穫率は対照区１０.

７，５㎝区２６.９，１０㎝区３２.５％と高くなった。課題はおが屑堆肥の 施用の能率化と事後処理などであり検討

中である。

（４）敷草中耕の効果

　敷草中耕がタケノコの品質収量その他に及ぼす効果について昭和３１年から１０年間検討した。１０ｍ×１０

ｍの１ａで敷草区・敷草中耕区・中耕区の３区を 設定して、５月中旬の収穫終了直後に深さ７～１０㎝に全面

を中耕して、７月に山草を７００～１，０００㎏敷き込み、収穫直前の１～２月に粗大な部分を園外 に持ち出し、

堆肥化したものは掘り穴に埋めた。１０年間の平均収量は敷草中耕区７８.５６・敷草区７７.０４・中耕区７６.０５

㎏の順となり大差はなかっ た。中耕区および敷草中耕区は表土が非常に膨軟になり、収穫作業が極めて容

易であった。品質的には特に変化は認めなかったが、中耕による浅い部分の地下茎 の切断などりより初期収

量は少なかった。老朽園の更新手段として５～６年間隔で実施すれば極めて有効のようであった。

２．施肥

（１）施肥量

　１０ｍ×１０ｍの１区制で半量、標準、２倍、３倍区を設定して昭和３１年から１０年間の継続試験を実施した。

標準区の施用成分量は窒素２.４㎏リン酸 １.５㎏、カリ２.０㎏として、５月３０％、９月４０％、１１月３０％の割合

で１㎡に約２か所の目安で穴肥とした、このタケノコ園は開園後５０年を経た比 較的古い園で、試験開始前は

肥培管理が不十分で各区の均一性でも不備な部分があった。初年度は非常に低収であったが、３年後には

初年度比で、半量：標準２ 倍：３借＝１３５：１８１：３０３：３７２となった。以降は隔年的に強烈な台風によって親

竹が倒伏の被害を受け、最終年度の４０年には２３・２４号台風が 相次いだためほとんどの親竹が倒伏して、

収量は初年度比の５４～９６％に激減した。しかし、３６年までの結果ではほぼ施肥量に比例的に収量は増加

して、３ 倍区の３６年は７０.２４㎏と初年度比で５３５％となった。 

　昭和４８年から５３年までは前回の試験を補足する意味を含めて濃度

障害を重点に検討した。前回の試験区を使用して、標準区を窒素５.１

㎏、リン酸２.４㎏、カリ２.７㎏として、半量、標準、５倍区を設け表面撒布

で年５回に分施した。

　 その結果、収量は地形的な面で台風の被害が強く影響して、処理

間・年度間の変異が大きく、数値の比較が困難であった。濃度障害面

からみると、標準量区 （１０ａあたり２ｔ生産を上回る施肥量）では台風の

影響で隔年生産気味となったが、総体的に収量が多く濃度障害による

減収はなかったと判断した。５倍区で は初年度は増収したが、３年目よ

り減収がはっきりした。親竹の外観的な変化は５倍区以外では認めな

かったが、５倍区では４年目から頂部または下枝の葉の黄 化がはじまり、５年目では葉ぶるいがおこり、枯死

枝が多くなった。６年経過後の地下部の掘り上げの時点では２０％の親竹が枯死した。地下茎や吸収根は２

年 目から表層５㎝で吸収根が枯れ、遂次下部に移行し６年後では２０㎝まで吸収根が枯死した。地下茎も１０

㎝層までは１～２年の新らしいものをのぞいては枯死 した。親竹の掘り上げ調査は生存竹を年令別に行い吸

収根の障害について調査した。無肥料・半量区は全く異常がなく、標準量区では株元で表面に露出、或はそ 

れに近い浅い層の部分で、３年以上の古いものは黒変して枯死したものが多かった。５倍区では地下部の節

数の８～１０節中地表部より、４～５節から発生する 吸収根のほとんどが黒変枯死していた。当年生の新竹で

も相当にひどい状態で枯れこみ、株そのものの発育も極めてわるかった。塩類濃度（電気伝導度）は無肥 料

区で０.０３～０.５，５倍区では１.０～２.５ms／㎝だった。

（２）施肥時期

　施肥時期と発筍の関係を知るため、１ａの１区制で５月、９月、１１月の各期に年１回の施肥を行い、昭和３１

年から４０年まで収量調査を実施した。施用成 分量は窒素１.８㎏、リン酸０.７５㎏、カリ１.１㎏とした。結果１０

年平均で９月施用区５３.３８㎏、５月施用区４７.５４㎏、１１月施用区３６.７１ ㎏の順となった。少な目の施肥量

のため全体的に低収であるが９月施肥区の収量が優った。

（３）珪酸施用効果

　珪酸成分の施用とタケノコの収量について昭和３１年から４０年まで検討した。１区制の１ａで珪酸苦土石灰

を使用して１ａあたり珪酸成分７.５㎏を５月 ５０％、９月３０％、１１月２０％の割合で施用した。結果は１０年平均

で施用区６３.９３㎏、無施用区５７.０７㎏となり施用区は１１.２％増収となっ た。

（４）増肥栽培

　生産目標を１ａあたり２００㎏とした依託試験を昭和４６年から４９年までの４年間、阿南市筍生産協議会の協

力を得て実施した。阿南市内の筍生産７農協で 各１～２戸の計１２農家を選定して、各農家の総経営面積を

実測して、栽培面積全部を対照に１ａあたり窒素４.７３㎏、リン酸２.１㎏、カリ３.０㎏と珪酸 苦土石灰を基準通り

施用した。収量調査は出荷伝票で集計した。結果は試験開始前２年間の平均を基準量とすると、初年度は１

３１.９％、２年目は １４４.７％と増収したが、３年目は１２６.２％となり更に４年目は伸びがなかった。３～４年の

結果の悪かったのは、施肥の不徹底な面が一部にあったこと によるものと思われる。また親竹、管理など総合

的な対応も必要だった。試験面積が平均１.０２ ha と広いこともあったが、目標収量の２００㎏以上の収穫は ２

例であり、目標到達率は４％にすぎなかった。

（５）緩効性肥料施用効果

　昭和５２年～５４年の３年間ＩＢ態窒素を主体とする固形肥料をタケノコ園に施用して、施肥の省力化と肥効

について検討した。１区１ａの２区制で無窒素 区、ＩＢ区、慣行区の３区で、１個約１５ｇ（３４×３４×２０㎜）の固

形で成分は窒素２３％、リン酸２％で森林用に配合された肥料である。林地での試験で は３年間の緩効能が

示されており、それに従って３年分とリン酸およびカリの不足分を合せて１度に穴肥とした。２年目からはリン酸

とカリを年１度施用した。 結果は、施用後１年目で４３％、２年目で８８％分解し、２年以上の肥効が認められた。

収量も慣行区対比で１年目１４５％、２年目１０７％、３年目９１％と なった。省力面では、急傾斜園のため表面

散布ではころがり落ちるので、穴肥とするため、穴掘り作業時間が多くなり、年間５回の化成肥料表面散布の

場合とほ ぼ同程度の作業時間となった。１０度ぐらいまでの緩傾斜園であれば表面撒布が可能であり、穴肥

よりは分解速度も遅いと考えられるので、効果持続期間も長期 化が期待できるのではないかと推測した。

（６）石灰窒素化成肥料の施用効果

　昭和５０～５２年の３か年間養分の供給と同時に除草、殺虫、土壤改良に効果のある石灰窒素肥料の施用

法について、１０×１０ｍの１ａ，１区制で対照区、 石灰窒素化成５回分地区、同３回分地区で比較検討した。

結果は園全体に雑草の発生がほとんどなく、除草効果は判断できなかったが、前回３５年の試験では７ 月に

雨後粉状の石灰窒素を散布した場合、葉面にうまく付着した部分の除草効果は認たが、蔓性のものや宿根

性のものは再生するなどで、まず５０％程度の除草 効果であった。害虫メイガ類の生息状態の調査では施用

区には発見がなかった。土壤の pH（ＫＣｌ）は層位別に０～１２㎝まで３㎝毎に昭和５１年７月と５２ 年８月に測

定した。対照区は３.６～４.６、平均４.２に対して石灰窒素５回分施区では５.１～７.１の平均５.９、同３回分施区

では４.７～６.７の平 均５.７で酸度矯正効果は明確だった。収量は初年度はほぼ同じであったが２年目は石灰

窒素化成区は１５～２０％減収となった。地下部は３年目で１０㎝層ま で吸収根は枯死し、表層部の地下茎は

黒変して枯死した。発生するタケノコも１０㎝層で長期間にわたって徐々に発育するものは、全部外皮の組織

が破壊されて 黒変していた。以上石灰窒素化成の施用は１年間３～５回の施用では効果があるが、２年以上

連用すると障害があきらかとなった。

３．土壤改良

（１）酸性土壤改良効果

　徳島県のタケノコ園の土壤は pH ３～４の極めて強い酸性土壤であるため、肥効面からも好ましい状態とは

いい難く、酸度矯正につ　て昭和４７～４８年に市 販の土壤改良資材７種を使用して、ポットおよび圃場試験

を実施した。圃場試験の結果では基準量施用後１・２・４か月後の測定で効果は認められなかった。 ポット試

験の場合、石灰区において効果があり、標準量区で４.０７～４.２２，３倍量に堆肥加用区で５.１３～５.６７となり

１ａあたり換算で石灰４５ ㎏、堆肥４０㎏の割合で全層施用が有効であった。

（２）谷合低地部の生産力低下対策

　かつては生産の中枢部であった谷合低地部の生産力は、いつしか激減して対応がせまられるようになった。

原因の１つを水分の過剰と考え、暗渠による排水の 効果について昭和４７～５３年まで検討した。やや規模の

小さい場内試験では、施行２年目で地下茎の伸長がはじまり、５年後の５１年にはタケノコの発生がみ られる

ようになり、５３年には７０％前後の回復状態となった。この試験の相剰効果として園内道の付設により側溝より

の表流水の園外流去も大きかったと考え られる。現地試験として４８年からはさらに大規模な部分を対照に試

験を施行したが、排水効果は認められたものの、地形的に谷筋部分の親竹に両側急斜面の親 竹の先端が

垂れこみ、日陰となるための生理障害が大きく作用したようで、回復には至らなかった。

（３）おが屑堆肥施用効果

　おが屑堆肥の多量施用による土づくりとタケノコの早期出荷および、品質ならびに収量について昭和５３年

から検討中である。現段階での結果は早掘りについ ては前項で述べたとおりであるが、増収率も高く、厚さ１

０㎝に施用し客土を行った区では１５０％増の顕著な効果があった。多量施用による生育障害は観察の かぎ

りでは認めなかった。また急傾斜園での流亡についても、３０度前後の急傾斜面に５㎝の厚さに施用後、５０

日目に１０時間に１０９.５㎜の豪雨があり、 降り終り頃の時間雨量は２５㎜を記録したが、雨による流亡はな

かった。

４．病害虫

（１）タケアツバの生態調査 

　昭和３０年に阿南市福井町で７５ ha のタケノコ園に初発生があり、幼

虫が葉を喰害して大きな被害を出した。その後３５年までは発生がな

かったが、３６年 には阿南市全域の７７５ ha に大発生した。新害虫で３

７年小林尚博士によってタケアツバと命名された。不明な生態をあきら

かにするため３６～３７年に３世 代を室内で飼育すると同時に圃場で、

自然状態についても観察を行い、生態の概要を明らかにした。

　発生は５月から１２月のあいだに５世代をくり返し、７月中旬から９月中

旬の高温期には約３０日で１世代を終った。飼育結果では９月上旬に

産卵しした卵は ３日で浮化し、幼虫期間は１０～１５日、蛹虫期間７～１

０日、成虫期間５～１０日、産卵数１０～２１個だった。１０月に入ると各

態の期間が長くなり、気温 との関係がはっきりした。越冬した蛹は室内

では４月中旬に羽化したが、室外の状態は知ることができなかった。大

発生があると、これを追って天敵があらわ れ、３７年の場合８月以降で

は、卵から成虫までの各態にいろいろな寄生蜂および寄生蠅が極めて

高い率で寄生していた。寄生菌では緑きょう菌が時期と場所に よって

幼虫に多くつき、全滅することもしばしばみられた。駆除には、ＢＨＣ，

ＤＤＴ，ＥＰＮの粉剤などが使用されたが、現在ではカーバメート剤、カ

ルタッ プ粉剤を１０ａあたり６㎏の散粉を標準量としている。この結果は

徳島農試研報第６号などで発表した。

（２）メイガ類（葉巻き虫）の駆除

　収量に直接影響を及ぼすほどの事はないが、葉に苞をつくって喰害しながら移行をくり返し、特に新竹に被

害が多いためいちじるしく充実が阻害される。この 害虫もタケアツバよりやや遅れて発生が多くなったが、苞

の中にいるため接触毒剤では効果がなく、有効な防除薬剤がないまま経過していたが、５５年カルタッ プ剤を

使用して効果を検討したところ９５.２％の極めて高い殺虫率を認めた。この結果をもとにタケアツバと同時防

除剤としてカルタップ剤の使用を指導して いる。

５．生育障害

（１）黒変症対策試験

　４月上旬までの早期に出荷するタケノコの外皮に何等かの影響で原

因不明の黒斑症状ができ、商品価値の低下により価格は５０％落ちと

なる場合もあり、規格 落ちの率は３０％前後と高く、生産者の大きな悩

みとなっている。この現象はかなり古くからあったようで、昭和３１年試

験地を開設した当時から認めていた。 生産が過剰気味となり、商品の

質が強く要求されるようになった５２年に、はじめて市場からクレームが

つき問題化した。この対策試験を行うため産地の生産者 から意見をき

くと同時に、全国竹の会タケノコ部会でアンケートおよび、試験研究機

関の意見を集約した結果、低温障害と強酸性土壤によるとの意見が多かった ので、温度処理と石灰資材の

施用について５３年から継続して検討中である。 

　低温処理：５・０・-５℃でそれぞれ５・１０・１５日間冷蔵の区分とし、試料は１２月１２～１５日表土が浅く地下茎

の多いところを選び、深さ ２０、縦１２０、横７０㎝の大きさに表土と地下茎ごとタケノコを掘り上げて、ビニール

で包装を行ない冷蔵した。冷蔵後は３０㎝深さに埋め戻し、さらに敷わ らを行い７～８℃前後で保管後５０～６

０日後に調査した。

　保温処理：５℃・１０℃の２区を１０×５ｍの０.５ａで１区制とし、電熱でそれぞれ最低地温を５℃・１０℃を割ら

ないように管理した。

　低温処理の結果は処理温度との相関は得られなかった。保温処理では収穫したタケノコを５段階に分類調

査したが、規格落率におきかえると、対照区１５.５％、５℃保温区３５.４％、１０℃保温区４８％となり、温度の高

い方に発症の多い傾向がはっきりした。

　石灰資材および有機物の施用：硝酸カルシウム、炭酸カルシウム、おが屑堆肥５㎝＋客土、および同１０㎝

＋客土の０.５～１ａの１０区を２区制で設定し、継続して検討中であるが、炭酸カルシウム区とおが屑堆肥１０

㎝＋客土区で減少の傾向がみられている。

　また施肥量との関係を施肥量試験区の収穫物についてみると、施肥量とは逆比例で無肥料区に発生が多

かった。

６．竹材利用 

　竹材の用途の拡大を図ることを目的に人工四角斑紋竹およびゴマ竹、

ならびに更新竹による人工斑紋竹の素材生産と１次加工の油抜きにつ

いて昭和５６年度か ら検討を行っている。　人工四角斑紋竹：４月中旬

３０～４０㎝に伸長したタケノコに長さ４ｍのＬ字形の板框を２つ合せて

繩でしばったものをかぶせて、５月 中旬框を取りのぞき、７月中旬に硫

酸の２０～３０％泥液を塗布して模様つけを行ない、１１月中・下旬伐

採・洗滌・乾燥・油抜き・本乾燥を行なうもので、素 材生産の四角化技

術も容易なものではなく初年度は５０％程度の出来で、次年は框の改

良などを行ない９０％近い成功率となった。紋様の出来不出来は芸術

的な 要素を要求されるものだけに経験の積み重ねを要する。また天候

の影響が決定的な要素となる場合もあって、５７年度は梅雨期を過ぎて

も降雨が続き斑紋処理が できなかった。

　更新年限に達した７年竹および台風で半倒状となった２年竹に斑紋

処理を行うと同時に作業の安全性と能率化を図るため伐採しての処理

も検討したが、更新用 竹の斑紋処理は硫酸濃度３０％で新竹と遜色の

ない色調・紋様にできるものもあったが、全体的にできが悪く個体差が

大きく、１本の竹でも半面だけのようなむ らが多かった。倒伏した２年竹

は新竹に近いできだったが、場所によっては日当りの関係で上面の不できとなるものが多かった。伐採後の

処理は作業能率及び安 全性も立竹処理とは格段の差であったが、処理時期の関係で油抜き後防かびが困

難であった。

　ゴマ竹：５６年試験地の圃場で処理したが、枯れこみがなくゴマの発生条件とならなかった。５７年は現地試

験に切り変えて、福井町長谷川、太田越幾一氏の 無施肥園２か所で３０本ずつの計６０本を年令別に実施し

た。その結果、５７年は冷夏と７～９月の降雨日数が多く気象条件が極めて悪く、良い状態にでき上っ たもの

３０％であり、枯れこみが悪く６ｍのうち３ｍ程度の半分できが４０％、全く枯れないものも５％ほどあった。 


